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特別損失の計上及び業績予想の公表に関するお知らせ 
 

当社は、2025年12月期決算において特別損失を計上する見込みとなりましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。あわせて、これを踏まえ、未定としておりました2025年12月期の業績予想を公表いたしま

す。 

なお、当社はこれまで業績予想を公表していなかったことから、増減額及び増減率については、前期実

績との比較による数値を記載しております。 

 

１．特別損失の計上について 

① 連結決算における減損損失の計上 

当社グループが保有する固定資産について回収可能性を検討した結果、連結子会社である株式会社

ファンペップヘルスケアに係るのれん及び契約関連無形資産、並びに、当社が保有する建物附属設備、

工具、器具及び備品等について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づく減損処理を行う方針と

なりました。 

これらの結果、2025年12月期の連結決算において、減損損失377百万円を特別損失に計上する見込

みとなりました。 

 

② 減損損失計上に伴う繰延税金負債の取崩し 

上記減損損失の計上に伴い、これまで計上していた繰延税金負債について、一時差異の解消に伴い

取崩しを行う方針です。 

これにより、2025年12月期の連結決算において、法人税等調整額△103百万円を計上する見込みと

なりました。 

 

③ 個別決算における関係会社株式評価損の計上 

当社が保有する株式会社ファンペップヘルスケアの株式について、実質価額が著しく低下したこと

から、2025年12月期の個別決算において、関係会社株式評価損393百万円を計上する見込みとなりま

した。 

なお、当該関係会社株式評価損は個別財務諸表のみに計上されるものであり、連結決算上は消去さ

れるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

  



 

２．業績予想の公表について 

① 2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日） 

（単位：百万円） 

 事業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前期実績（Ａ） 
（2024 年 12 月期） 

6 △901 △896 △889 △31 円 98 銭 

業績予想（Ｂ） 
（2025 年 12 月期） 

0 △1,648 △1,633 △1,911 △50 円 20 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △5 △746 △737 △1,022 － 

増減率（％） △94.87％ － － － － 

 

② 2025年12月期の単体業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日） 

（単位：百万円） 

 事業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前期実績（Ａ） 
（2024 年 12 月期） 

0 △865 △858 △860 △30 円 95 銭 

業績予想（Ｂ） 
（2025 年 12 月期） 

0 △1,608 △1,591 △1,994 △52 円 38 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △743 △733 △1,133 － 

増減率（％） － － － － － 

 

③ 業績予想の概要 

当社グループは、皮膚潰瘍を対象疾患として開発中の機能性ペプチドSR-0379について追加第Ⅲ相

臨床試験を、また、花粉症を対象疾患として開発中の抗体誘導ペプチドFPP004Xについて第Ⅰ相臨床

試験を推進してまいりました。あわせて、抗体誘導ペプチドの創薬プラットフォーム技術を活用し、

多様な疾患領域における新規パイプライン創出を目的とした探索研究にも継続的に取り組みました。 

これらの結果、当連結会計年度の業績予想は、事業収益０百万円（前期は事業収益６百万円）、営

業損失1,648百万円（前期は営業損失901百万円）、経常損失1,633百万円（前期は経常損失896百万円）、

親会社株主に帰属する当期純損失1,911百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失889百万円）

となる見込みです。 

第３四半期決算短信公表時点（2025年11月14日付）においては、事業収益が新規提携候補先等との

交渉状況等に依存しており、その不確実性を踏まえると合理的な業績予想の算定が困難であったこと

から、業績予想の公表を見送っておりました。その後、前述の特別損失の影響額等について精査を進

め、一定程度の見通しが得られたことから、今回、業績予想を公表することといたしました。 

なお、同四半期決算短信においては、当社グループの連結研究開発費を1,400百万円、その他の販

売費及び一般管理費を350百万円程度と見込んでおりました。研究開発費については、一部費用の計

上時期のずれ等により当該見込みから減少するものの、全体としては想定していた水準と概ね同程度

での着地となる見込みです。 

以上 


